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Ｈ２６ 北中２学期終業式 訓話 Ｈ２６・１２・２２

おはようございます。いよいよ２学期最後の日となりました。そして、今年も
あとわずかになってきました。

① この２学期、この１年、皆さんは、修学旅行、社会見学、文化発表会、体育
祭や合唱コンクールなど、さまざまな学習や行事、体験をしてきました。仲間
をはじめ、見てくれている人、出会った人、教えてくれた人・・いろんな人と、
いろんな形で絆を作ったり、深めたりしてきました。

○ １学期の体育祭、２学期の文化発表会、合唱コンクール・・・
※そこには、仲間との絆に支えられ、みんなで同じ目標に向かって、気持ち
を一つにして力を合わせ、最後まで真剣にがんばる姿があった。

※だからこそ、味わえた「喜びや悔しさ」は半端ではなかったはず。勝っても
負けても、入賞してもできなくても、結果とは別に、「やり遂げた」という、
さわやかな充実感、達成感が残って、それが自信になったり、「またがんば
るぞ」という、新たな意欲に繋がっていく。それが、あなた自身の成長だと
思います。

※そして、一生懸命に取り組む姿、発表する姿は、見ている人、聴いている
人に、大きな「感動」「勇気」を与え、大きな拍手となって返ってきます。

★「クラスが一つになって取り組む」・・・これは本当に大変なこと。
バラバラのクラスを、誰かがまとめてくれたり、面倒な仕事を引き受けてく
れたり、苦手なところは、誰かがカバーし、みんなで力を合わせてやり遂げ
る。そんな仲間に感謝の気持ちがもてたらいいね。

★そして、自分自身ができること、あなた自身の出番は必ずある。あなたにし
かできないこと、あなたでないと伝わらないこともあるはずです。人はそこ
にいるだけで、いろんな力になります。そばににいてくれるだけで元気にな
ることもあります。大事なのは、あなたがどんな思いで、そこにいるかです。

② 今の皆さんは、そんな絆を感じて、信じて、自分をさらに成長させることに
よって、見守ってくれている周りの方々に、その努力、その姿で、お返しを
していく時期だと思います。「今の自分にできること」「今、自分がやるべ
きこと」を考え、真剣に、努力をすることが大切です。
今一度、自分を振り返ってみましょう。

● 3 年生、職場体験・・・忙しい中、厳しく、優しく、親切に、仕事の厳し
さ、楽しさ、やりがいを教えて頂いた。ここにいる全員、最終の進路先は
「就職」です。職場体験で関わっていただいた人たちの、「３年生、がんば
れ」「進路のプレッシャーから逃げるな、真っ正面から向き合え」のエー
ルに、今応えようとしていますか？

● 2 年生、修学旅行ですばらしいセレモニーを見せてくれた。原爆ドームや
資料館、下平さんが語ってくれた思い。二度と戦争をひき起こさない、平
和で安心できる世の中を作る願いを自分たちが引き継いでいくという、セ
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レモニーでの誓いを叶えられていますか？ 人をいじめたり、平気で人の
体や心を傷つけるようなことは、その誓いに背くことになります。

● 1 年生、人は決して一人では生きていけません。いろんな人と出会って、
絆を作り、絆に支えられて生きています。家族の絆、仲間との絆、先生との
絆、地域との絆・・・その中で、ともに生きていくんです。
福祉交流で学んだように、自分を大事にするのと同じように、人を大事にし
て、ともに生きていくんです。

しんどいことにも立ち向かう気持ち、おかしいと感じたことを正していく気持
ちが大切です。

③ さて、いよいよ明日から楽しい冬休みです。今年一年が終わろうとする今、
もう一度、自分をしっかり見つめ直して見ましょう。

※新年を迎え、これまでの自分を振り返り、「今年はこんな事をがんばろう、
チャレンジしよう」という、自分の目標をしっかり持って、なりたい自分を
しっかりイメージして、３学期を迎えてほしいと思います。

※特に、３年生は、自分の決めた進路の実現に向かって、自分の力、自分のが
んばりを信じ、いっしょにがんばっている仲間がいることを感じながら、真
剣に取り組み、充実した冬休みにしてください。

★それでは、１月８日（月）の３学期の始業式には、みんな元気に、新たな、
スタートを切れるようにしましょう。

★少し早いですが、「よいお年を、迎えてください」。

終わります


